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2.2.3 スイッチ機能 

    ＰＰＤ３（－Ｓ）では、２点のスイッチ出力を持ち、つぎの４つの動作パターンと動作の停止が可能です。必

要とする動作パターンと、動作圧力を規定する二つの設定値(ON設定値･OFF設定値)を設定することで、ス

イッチ機能を起動します。 

    設定作業に入る前にまず、使用する動作パターンと、ＯＮ設定値･ＯＦＦ設定値を決めてください｡ 

  ●圧力-スイッチ動作波形（圧力を正負圧間で往復させたときのスイッチ動作波形） 

動作パターン名称 動作波形 LED動作 
波形表示 

使用例 

ウインド動作１ 
(範囲内ＯＮ動作) 

元圧確認に使用した
場合、元圧が適性範囲
にあるとき､正常信号
としてＯＮ信号を出
力します｡ 

ウインド動作２ 
（範囲外ＯＮ動作） 

元圧確認に使用した
場合、元圧が異常値に
あるとき異常信号と
してＯＮ信号を出力
します｡ 

ヒステリシス動作１ 
（低圧ＯＮ動作） 

吸着確認に使用した
場合､ワークを吸着し
吸着圧が充分下がっ
た(真空)とき、ＯＮ信
号を出力します。 

ヒステリシス動作２ 
（高圧ＯＮ動作） 

着座確認に使用した
場合、ワークを保持
し、圧力が充分に上が
ったときＯＮ信号を
出力します。 

動作停止   

スイッチ出力を使用
しないときには、破損
事故防止のため、動作
停止として、ご使用く
ださい。 

注 1.ウインド動作では、二つの設定値の間で３％F.S.以上の間隔を持たせてください。 
ＯＮ側ＯＦＦ側各々に、1%F.S.のヒステリシスが自動的に付きます。 

 2.ヒステりシス動作では､二つの設定値の間で１％F.S.以上の間隔を持たせてください｡ 
以上２点の設定値差がないと、動作しなかったり動作不安定となります。 

 3.ＯＮ設定値･ＯＦＦ設定値とは、ウインド動作では、負圧側から正圧側に圧力を変化させたとき
に、スイッチ出力をＯＮ･ＯＦＦさせたい圧力値となります。ヒステりシス動作では、圧力を負
圧･正圧間で往復変化させたときの、ＯＮ･ＯＦＦさせたい圧力値となります。動作波形では、左
側が負圧、右側が正圧を表します。 

 4. 波形パターンが決まると、ＯＮ設定値･ＯＦＦ設定値の大小関係は決まり、逆の大小関係はあり
得ないことになります。しかし、本製品では、指定の動作パターンで動作させることを優先させ
ます。二つの設定値が入力された時点で、その大小関係を自動判別し、各々適切にＯＮ設定値･
ＯＦＦ設定値として判別処理します。つまり、ＯＮ設定値･ＯＦＦ設定値を逆に入力してしまっ
ても、正しいＯＮ設定値･ＯＦＦ設定値として認識し直し、必ず指定した動作パターンで動作し
ます。 
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真空 ON 設定値 OFF 設定値  正圧 

1%F.S.  3%F.S.以上  1%F.S. 

ON

OFF

真空 ON 設定値 OFF 設定値  正圧 

1%F.S.  3%F.S.以上  1%F.S. 
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OFF

真空 正圧 

ON 設定値・OFF 設定値に関わら
ず、出力を OFF します。

ON

OFF

真空 ON 設定値 OFF 設定値  正圧 

1%F.S.以上 
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真空 OFF 設定値 ON 設定値  正圧

1%F.S.以上 
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